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調査は新潟県の公立中学校 1 年生の San，
Iwa，Hori(名前はニックネームである)3名を対










































































調査課題における San の認識過程は図 5 の
ようになる。 
 










 図 6 Iwaの記述① 
 
 
図 7 Iwaの記述② 
 
さらに Iwaはこれら記述とは別に，問題の図
から整理するために図 8 のような表を描いた。 
 








それに対して Iwaは，画用紙が 0枚から 1枚
に増えると画鋲は 6個増え，画用紙が 1枚から
2 枚に増えると画鋲は 4 個増えると答え，その
規則性を Iwaが作成した表に書き加えた。そし






用紙が 1枚のときは 6に 4を 0回加える，画用
紙が 2枚のときは 6に 4を 1回加える，画用紙
が 3枚のときは 6に 4を 2回加えるというよう
に認識していった。そして筆者は Iwaに a枚目
のときはどうなるかということを質問すると，
Iwaは 6に 4を a回加えると答えたが，a回だ
とおかしな所があると考えて悩んでいた。そこ
で筆者は Iwa に画用紙の枚数と加える回数を
比較させ，Iwa は a 枚のときは a－1 回加える
ことを認識した。 





指示した。Iwa は，画用紙が 1 枚のときは 6＋
0，画用紙が 2枚のときは 6＋4，画用紙が 3枚


























調査課題における Iwa の認識過程は図 9 の
ようになる。 
 











































に 4 を 0回加える，2枚目のときは 6 に 4 を 1









対して Hori は，画用紙が 1 枚目のとき 6＋0，
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